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研究成果の概要（和文）：礁生態系のレジーム転換はオルドビス紀前期に生じ，後の礁進化に大

きな影響を及ぼした．揚子地塊上の礁の構成・構築様式を検討した．下部オルドビス系

（Tremadocian）の，コケムシ‐有柄類礁と普通海綿‐コケムシ礁は，最古の骨格生物優勢（コ

ケムシ）礁であり，普通海綿‐微生物礁は，レジーム転換以前の名残りである．礁生態系の劇

変には，後のオルドビス紀大放散につながる地球生物環境の大変革が深く関与している．	
 	
 

 
研究成果の概要（英文）：A regime shift in the reef ecosystem occurred in the Early Ordovician and 
influenced greatly the ensuing reef evolution. This study examines the temporal changes in reef 
constituents and their modes of construction on the Yangtze Platform. In this region, Lower Ordovician 
(Tremadocian) bryozoan–pelmatozoan reef and demosponge–bryozoan reef are the oldest 
skeletal-dominant, bryozoan reefs worldwide, whereas demosponge–stromatolite reef is a remnant of the 
period before the regime shift. A dramatic replacement in the main reef builders of the ecosystem is 
likely to have been closely related to the progressive revolution in the marine geobiota that culminated 
in the Ordovician radiation. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) オルドビス紀には，顕生累代最大の海生
動物群の量的な増大（「オルドビス紀生物大
放散」）が生じている．揚子地塊には，下部
古生界の連続的な層序が認められ，礁性石灰
岩が広く分布している．そこでは，上述の大
放散が，他地塊に比べ早期に開始したことが

知られている．  
(2) 従来，礁の主要な構成要素である「古生
代型動物群」の大放散に関する研究は，「分
類群ごとの定量的・定性的な変遷」の検討に
留まっていた．そこで，海洋環境の変遷を克
明に記録している礁生態系を取り上げ，その
レジーム転換（微生物礁から骨格生物礁への
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礁の体制変化）の様式を明らかにし，大放散
をもたらした「地球生物学的な条件整備の実
態」を明らかにする必要がある． 
 
２．研究の目的 
(1) 揚子地塊に分布する礁性試料（カンブリ
ア系〜オルドビス系）を，礁の構成や時代遷
移段階に応じて，「微生物（古杯類）礁」，「転
換期骨格生物礁」，「放散期骨格生物礁」，「本
格的骨格生物礁」に識別し，正確な年代論に
基づき，「微生物・骨格生物礁の時代変遷」
を明確にする． 
(2) 転換期生物礁（たとえば，最古のコケム
シ‐ウミユリ礁）前後で，「礁構築に必須の
要件」がどのように変化したのかを探る． 
(3) 「オルドビス紀放散事変の契機」を，古
生代型動物群の「最初期放散様式」の観点か
ら考察する． 
(4) 「地球生物相の一大変革」が，なぜ揚子
地塊で先駆的に生じ，そのことが，その後の
地球生物相の発展にどのような影響を及ぼ
したのかを考察する． 
 
３．研究の方法 
(1) 礁生態系の主要構成群である「古生代
型動物群」に注目し，その「最初期放散様
式」（時系列変化）と各時代を代表的する礁
性堆積物の「礁の構築様式と造礁様式」を
解析する． 
(2) とりわけ，「転換期骨格動物群」が，い
かに「礁の構築」に関与したのか．そのこ
とが，「礁生態系のレジーム転換」や「オル
ドビス紀生物大放散」にどのように関与し
たのかを解き明かす． 
(3) 当該動物群を特徴づける分類群（コケ
ムシ，ウミユリなど）が懸濁物食者（第一
次消費者）であることに注目し，「海洋にお
ける第一次生産性」と「陸と海とのリンケ
ージ（栄養塩の供給様式の変化）」との関連
に迫る． 
	
 
４．研究成果	
 

(1) 湖北省の中部カンブリア系〜最下部オ
ルドビス系（覃家苗層〜南津関層）には，

散点的にストロマトライト礁の形成が認め

られるが，造礁性の大型骨格生物は確認さ

れない．	
 
(2) 後生動物礁として，分郷層［下部オルド
ビス系（Tremadocian）］に，「コケムシ‐有
柄類礁」，「普通海綿‐コケムシ礁」，「普通海
綿‐微生物礁」が識別される．前２者の礁は，
「骨格生物が主要枠組み構築者である最古
の礁」である． 
(3) 揚子地塊で，地球生物相の一大変革が世
界に先駆けて生じた．その要因として，海洋
中の第一次生産性の地域差が考えられる．「礁
構築様式のレジーム転換様式」と「大放散の

地球生物学的な背景」との関係を，「生息場の
変遷ダイナミズム」の枠組みの中で統一的に
説明可能である．	
 
(4) 「カンブリア紀型動物群」ならびに「古
杯類—石灰微生物礁」の発達・衰退様式を解明
した．あわせて，「古生代型動物群」の「最初
期放散様式」を，北中国地塊の中・上部カン
ブリア系の「微生物礁の発達様式」と「堆積
相変化との関連」から解き明かした．	
 

 (5)	
 「微生物優先礁」から「骨格生物優先礁」
への「礁構築様式の転換時期」に，「堆積シ

ステムの変化」と「生物擾乱作用の増加」が

生じている．構築様式の変化には，海洋環境

の変化（栄養塩量や溶存酸素量の変化に伴う

第一次生産性の増大）が密接に関係し，オル

ドビス紀中・後期の生物大放散をもたらした

と考えられる．	
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